
衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

青
木
節
子

一
は
じ
め
に

�

問
題
の
所
在

二
宇
宙
諸
条
約
の
適
用
上
問
題
と
な
る
衛
星
所
有
権
移
転

1

宇
宙
諸
条
約
に
み
る
損
害
責
任
の
所
在

2

宇
宙
諸
条
約
の
適
用
が
合
理
的
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
衛
星
の
所
有
権
移
転
の
類
型

三
軌
道
上
の
衛
星
所
有
権
移
転
の
事
例

1

私
企
業
衛
星
の
軌
道
上
売
買
で
登
録
が
変
更
さ
れ
た
例

2

私
企
業
衛
星
の
軌
道
上
売
買
で
登
録
が
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
例

3

当
初
か
ら
無
登
録
で
あ
っ
た
私
企
業
衛
星
の
軌
道
上
売
買
の
例

4

企
業
買
収
に
付
随
し
て
衛
星
の
所
有
権
が
移
転
す
る
例

5

自
国
領
域
内
で
衛
星
を
運
用
す
る
主
体
の
法
的
地
位
変
更
に
付
随
し
て
衛
星
の
所
有
権
が
移
転
す
る
例

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

一
（
五
八
六
七
）

論
説



6

軌
道
上
の
所
有
権
移
転
の
限
界
事
例

�

「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
」
の
否
定
と
し
て
の
軌
道
上
渡
し

7

国
家
承
継
が
も
た
ら
す
衛
星
所
有
者
の
国
籍
変
更
が
要
請
す
る
登
録
変
更

四
便
宜
置
籍
衛
星
の
「
打
上
げ
国
」
同
定
問
題

1

実
質
は
米
国
企
業
と
判
断
さ
れ
た
英
国
企
業
の
事
例

2

実
質
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
と
判
断
さ
れ
た
英
国
企
業
の
事
例

3
実
質
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
企
業
と
判
断
さ
れ
た
英
国
企
業
の
事
例

4
衛
星
運
用
者
の
国
籍
国
が
登
録
し
な
い
の
で
、
打
上
げ
許
可
発
給
国
が
代
わ
り
に
登
録
し
た
事
例

五
結
論

一
は
じ
め
に

�

問
題
の
所
在

民
間
企
業
に
よ
る
宇
宙
利
用
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
軌
道
上
で
の
衛
星
売
買
や
衛
星
運
用
企
業
の
買
収
の
結
果
と
し
て
の
衛
星
の
軌
道

上
で
の
所
有
権
移
転
と
い
う
現
象
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
衛
星
の
落
下
や
衝
突
な
ど
を
起
因
と
し
て
第
三
者
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
損
害
責
任
を
負
う
の
は
当
該
衛
星
の
「
打
上
げ
国
」
で
あ
る
と
す
る
国
連
宇
宙
諸
条
約

（
１
）は
一
九
七
〇
年
代
半
ば

ま
で
に
採
択
さ
れ
た
た
め
、
衛
星
の
所
有
者
が
軌
道
上
で
変
更
し
、
損
害
責
任
を
有
す
る
国
と
衛
星
運
用
か
ら
利
益
を
得
る
者
の
国
籍
国

と
が
異
な
る
場
合
の
利
害
関
係
の
調
整
の
た
め
の
適
切
な
条
約
規
定
は
存
在
し
な
い
。
衛
星
の
所
有
権
移
転
に
由
来
す
る
問
題
に
と
ど
ま

ら
な
い
が
、
宇
宙
の
商
業
利
用
・
民
間
活
動
の
急
速
な
進
展
が
も
た
ら
す
現
実
を
前
に
、
宇
宙
諸
条
約
の
遵
守
が
必
ず
し
も
公
平
か
つ
合

二
（
五
八
六
八
）



理
的
な
結
果
を
保
証
す
る
と
み
な
し
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
国
連
宇
宙
空
間
平
和
利
用
委
員
会
（

C
O
P
U
O

S）
法
律
小
委
員
会
（
「
法
小
委
」
）
で
は
、
打
上
げ
国
概
念

（
２
）、
宇
宙
物
体
登
録
実
行
向
上

（
３
）、
国
内
宇
宙
法
の
情
報
交
換

（
４
）と
い
う
議
題
を
通
じ

て
一
定
の
解
決
策
を
見
出
そ
う
と
努
め
て
き
た
。

本
稿
は
ま
ず
、
宇
宙
諸
条
約
の
適
用
が
公
平
か
つ
合
理
的
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
で
あ
ろ
う
軌
道
上
の
衛
星
所
有
権
移
転
を
同
定
す

る
。
次
に
、
宇
宙
諸
条
約
と
齟
齬
す
る
衛
星
所
有
権
移
転
の
実
例
を
七
類
型
に
分
類
し
て
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
所
有
権
移
転
の
変
型
と

し
て
の
衛
星
運
用
に
真
正
の
連
関
を
も
つ
国
の
発
見
・
認
定
に
基
づ
く
打
上
げ
国
・
登
録
国
決
定
・
変
更
の
実
行
を
調
べ
、

C
O
P
U
O

Sで
の
議
論
の
方
向
に
沿
っ
た
形
で
の
可
能
な
解
決
方
法
を
提
示
す
る
。

二
宇
宙
諸
条
約
の
適
用
上
問
題
と
な
る
衛
星
所
有
権
移
転

１
宇

宙
諸

条
約

に
み

る
損

害
責

任
の

所
在

損
害
責
任
の
所
在
は
、
衛
星
の
所
有
権
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
宇
宙
条
約
の
当
事
国
は
、
「
自
国
の
活
動
」
が
国
際
宇
宙
法
に
従
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
国
際
的
責
任
を
有
し
、
非
政
府
団
体
の
活
動
は
、
条
約
の
関
係
当
事
国
の
「
許
可
及
び
継
続
的
監
督
」
を
必

要
と
す
る
の
で
、
衛
星
所
有
者
の
国
籍
国
は
、
そ
の
限
り
で
国
際
的
責
任
を
免
れ
な
い

（
５
）。
ま
た
、
四
種
類
の
「
打
上
げ
国
」、
す
な
わ
ち
、

宇
宙
物
体

（
６
）の
打
上
げ
を
①
行
い
、
又
は
②
行
わ
せ
る
（
p
ro

cu
res

th
e
la
u
n
ch

in
g
）
国
、
並
び
に
宇
宙
物
体
が
③
自
国
領
域
か
ら
、
又
は

④
自
国
の
施
設
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
国

（
７
）が
、
衛
星
が
引
き
起
こ
す
損
害
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
負
う

（
８
）。
地
表
に
お
い
て
又
は
飛
行
中
の

航
空
機
に
対
し
て
与
え
た
損
害
に
つ
い
て
は
無
過
失
完
全
賠
償
と
な
る

（
９
）た
め
、
打
上
げ
国
責
任
は
重
い
。
そ
し
て
、
打
上
げ
国
が
衛
星
を

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

三
（
五
八
六
九
）



登
録
し
、
登
録
に
基
づ
い
て
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る

（

�）。
共
同
打
上
げ
の
場
合
に
は
、
登
録
国
と
な
る
単
独
の
国
を
共
同
で
決
定
す
る

（

�）

こ
と
に
よ
り
、
常
に
、
一
衛
星
に
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る
国
は
一
ヵ
国
に
と
ど
ま
る
。
も
っ
と
も
、
共
同
打
上
げ
国
間
の
内
部
取
極

に
よ
り
、
登
録
国
以
外
の
打
上
げ
国
が
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る
合
意
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る

（

�）。

私
企
業
が
外
国
射
場
か
ら
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
場
合
、
射
場
所
在
国
が
打
上
げ
国
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
当
該
企
業
の
国

籍
国
が
衛
星
を
登
録
し
な
い
場
合
、
そ
の
国
が
「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
」
と
し
て
の
打
上
げ
国
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
非

政
府
団
体
が
衛
星
打
上
げ
を
調
達
す
る
場
合
、
衛
星
所
有
者
・
運
用
者
の
国
籍
国
が
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
な
る
、
と
い
う
国
際
法
規

則
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る

（
�）。

他
方
、
登
録
条
約
第
一
条

�が
「
『
登
録
国
』
と
は
、
…
…
宇
宙
物
体
が
登
録
さ
れ
て
い
る
打
上
げ
国

を
い
う
」
と
規
定
す
る
よ
う
に
、
物
理
的
な
打
上
げ
に
実
質
的
に
関
与
す
る
複
数
国
の
間
で
は
、
打
上
げ
国
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
登
録

の
結
果
と
し
て
確
定
す
る
。

２
宇
宙
諸
条
約
の
適
用
が
合
理
的
な
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
衛
星
の
所
有
権
移
転
の
類
型

�

打
上
げ
国
間
の
衛
星
所
有
権
移
転

Ａ
国
に
所
在
し
、

B国
が
保
有
す
る
射
場
Ｘ
か
ら
Ｂ
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
で

C国
政
府
の
所
有
す
る
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
場
合
、

A国
が
領

域
打
上
げ
国
、

B国
が
施
設
打
上
げ
国
、

C国
は
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
政
府
所
有
の
衛
星
で
あ
る
た
め
、
国

が
正
式
に
外
国
に
委
託
し
、
打
上
げ
を
調
達
す
る
と
い
う
条
約
交
渉
当
時
想
定
さ
れ
た
「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
」
場
合

（

�）に
該
当
し
、
登
録

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

C国
は
打
上
げ
国
と
し
て

A国
、

B国
と
共
に
衛
星
が
引
き
起
こ
す
損
害
に
対
し
て
連
帯
責
任
を
負
う
。
当
該
衛

星
が
そ
の
後
、
軌
道
上
で

A国
又
は

B国
に
売
却
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

B国
又
は

A国
に
転
売
さ
れ
た
と
し
て

四
（
五
八
七
〇
）



も
条
約
上
の
損
害
に
対
し
て
打
上
げ
国
と
し
て
の
損
害
責
任
を
負
う
国
は
変
わ
ら
ず
、
宇
宙
諸
条
約
の
適
用
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

打
上
げ
国
間
の
衛
星
の
所
有
権
移
転
で
あ
れ
ば
、
現
行
宇
宙
諸
条
約
適
用
で
合
理
的
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
所
有
権
移
転
は
問
題
で

は
な
い
、
と
い
え
よ
う
。

�

打
上
げ
国
以
外
へ
の
衛
星
所
有
権
移
転

問
題
と
な
り
う
る
の
は

C国
の
衛
星
が

D国
に
売
却
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

C国
と

D国
の
政
府
間
協
定
に
よ
り

C国
が
登
録
を
抹
消

し

D国
が
衛
星
を
登
録
し
た
場
合
、
宇
宙
物
体
を
登
録
す
る
国
が
打
上
げ
国
で
あ
る
と
す
る
登
録
条
約
第
一
条

�の
規
定
に
従
い
、
Ｄ
国

を
打
上
げ
国
と
み
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
物
理
的
に
打
上
げ
に
関
与
し
な
い
国
が
打
上
げ
国
と
擬
制
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
か
と
い
う

観
点
か
ら
議
論
が
あ
る

（

�）。
ま
た
、
登
録
の
変
更
が
な
い
場
合
は
、

D国
内
の
地
上
局
か
ら
の
管
制
の
失
敗
に
よ
る
衛
星
落
下
に
よ
り

E国

に
損
害
が
生
じ
た
場
合
、

D国
が
条
約
上
は
損
害
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
は
不
合
理
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
政
府
衛
星
の
移
転
の
場
合

で
も
、
打
上
げ
国
以
外
の
国
に
売
却
さ
れ
る
と
き
は
、
購
入
国
へ
の
登
録
変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
行
諸
条
約
の
適
用
で
は
公
平

か
つ
妥
当
な
形
で
の
責
任
の
担
い
手
の
同
定
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
政
府
間
の
所
有
権
移
転
の
場
合
は
衛
星

移
転
の
事
実
が
政
府
間
で
了
知
さ
れ
て
い
る
の
で
、
責
任
の
配
分
を
明
確
化
す
る
こ
と
は
多
く
の
場
合
可
能
で
あ
ろ
う
。

�

外
国
で
打
上
げ
を
調
達
し
た
私
企
業
衛
星
の
所
有
権
移
転

責
任
の
所
在
の
同
定
が
困
難
な
の
は
、

C国

X社
の
衛
星
が

D国
の

Y社
に
売
却
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

C国
が

打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
自
身
を
認
識
し
て
登
録
国
と
な
る
場
合
に
は
損
害
責
任
条
約
の
適
用
に
問
題
は
な
い
。
そ
の
後
の
軌
道
上
の
所

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

五
（
五
八
七
一
）



有
権
移
転
に
つ
い
て
は
、

D国
に
登
録
が
変
更
さ
れ
る
場
合
、
ま
た

C国
が
登
録
国
に
と
ど
ま
る
場
合
の
問
題
点
は
二
２

�で
指
摘
し
た

政
府
衛
星
の
移
転
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
解
決
可
能
で
あ
ろ
う
。
最
も
問
題
な
の
は

C国
が
未
登
録
の
ま
ま
、

C国
の

X社
が

D国
の

Y社
に
衛
星
を
売
却
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
が
存
在
せ
ず
、

A国
、

B国
の
み
が
第
三
国
に
対
し
て
は

明
白
な
打
上
げ
国
と
な
る
。

商
用
衛
星
打
上
げ
に
お
い
て
、
そ
の
領
域
又
は
施
設
か
ら
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
国
は
、
打
上
げ
国
と
し
て
、
損
害
が
生
じ
た
際
損

害
責
任
条
約
を
締
結
し
た
被
害
国
に
対
し
て
は
、
連
帯
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
企
業
の
商
用
衛
星
運
用
が
さ

か
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
①
軌
道
上
で
の
売
却
後
、
打
上
げ
時
に
打
上
げ
国
で
な
か
っ
た
国
が
登
録
を
す
る
場
合
、
②
打
上
げ
時
に
衛
星

運
用
企
業
の
国
籍
国
が
登
録
国
と
な
ら
な
い
場
合
、
③
そ
の
後
当
該
衛
星
の
所
有
者
が
転
々
と
す
る
場
合
な
ど
に
生
じ
る
事
態
に
対
し
、

衛
星
運
用
に
よ
り
利
益
を
享
受
す
る
主
体
と
真
正
連
関
を
も
つ
国
に
損
害
責
任
を
担
わ
せ
う
る
方
法
を
考
慮
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
私
企
業
衛
星
の
軌
道
上
の
所
有
権
移
転
の
事
例
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

三
軌
道
上
の
衛
星
所
有
権
移
転
の
事
例

１
私

企
業

衛
星

の
軌

道
上

売
買

で
登

録
が

変
更

さ
れ

た
例

一
九
八
九
年
八
月
二
七
日
、
米
国
の
ケ
ー
プ
・
カ
ナ
ベ
ラ
ル
宇
宙
基
地
か
ら
英
国
の

B
S
B社

の
放
送
衛
星

B
S
B
�
1（「

マ
ル
コ
ポ

ー
ロ

�
1」

）
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
英
国
は
一
九
九
〇
年
四
月
に
こ
の
衛
星
を
国
連
登
録
し
た

（

�）。

B
S
B
�
1は

、
一
九
九
六
年
に
ス
ウ
ェ

六
（
五
八
七
二
）



ー
デ
ン
企
業
の

N
o
rd

isk
a

S
a
tellita

k
tieb

o
la
g
et
社
に
軌
道
上
で
売
却
さ
れ
、

S
iriu

s-1
と
改
称
さ
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
衛

星
運
用
が
完
全
に
同
国
企
業
に
移
転
し
た
一
九
九
九
年

（

�）に
打
上
げ
国
を
明
記
せ
ず
に
同
衛
星
を
国
連
登
録
し
た
が

（

�）、
翌
年
打
上
げ
国
は
米

国
と
明
記
し
て
登
録
し
直
し
た

（

�）。
英
国
は
二
〇
〇
七
年
に
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ

�
1が

宇
宙
ゴ
ミ
（
デ
ブ
リ
）
と
な
り
静
止
軌
道
か
ら
約
三
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
軌
道
に
再
配
置
さ
れ
た
と
い
う
追
加
情
報
を
国
連
登
録
簿
上
で
提
供
し
た

（

�）。
登
録
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

再
配
置
情
報
を
提
供
し
て
い
な
い
。

こ
の
実
行
で
興
味
深
い
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
登
録
切
り
替
え
が
打
上
げ
国
切
り
替
え
と
連
動
し
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

登
録
条
約
第
一
条

�は
、
物
理
的
な
打
上
げ
時
に
、
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
し
て
の
打
上
げ
国
を
同
定
す
る
基
準
と
は
な
り
え
て
も
、

そ
れ
以
外
の
場
合
に
も
登
録
国
を
打
上
げ
国
の
真
部
分
集
合
と
み
な
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
打

上
げ
国
で
あ
る
か
否
か
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
解
釈
で
決
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
物
理
的
に
打
上
げ
に
関
与
し
な
い
か
ら
登
録
を

し
て
も
打
上
げ
国
で
は
な
い
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
。
英
国
は
、
自
国
が
も
は
や
打
上
げ
国
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
も
と
も
と
打
上
げ

国
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
す
る
と
き
に
国
連
登
録
簿
か
ら
の
抹
消
を
行
う
こ
と
も
あ
る
が

（

	）、

B
S
B
�
1を

抹
消
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

英
国
宇
宙
法
の
許
可
を
受
け
た
衛
星
打
上
げ
だ
が
、
ⅰ


英
国
は
打
上
げ
国
で
は
な
い
か
又
は
ⅱ


他
の
打
上
げ
国
が
登
録
国
と
な
る
こ
と
を

共
同
決
定
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
英
国
が
登
録
国
と
な
ら
な
い
場
合
に
用
い
る
補
助
登
録
簿

（

�）に

B
S
B
�
1を

掲
載
し
て
い
る

（

�）の
で
、

B

S
B
�
1に

つ
い
て
は
、
英
国
は
打
上
げ
国
・
登
録
国
で
は
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る

（


）。
し
か
し
、
同
衛
星
が
デ
ブ
リ

と
な
っ
た
際
、
登
録
国
と
し
て
の
追
加
情
報
提
供
は
し
て
お
り
、
一
貫
し
た
説
明
は
困
難
で
あ
る
。

条
約
上
、
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
米
国
と
英
国
で
あ
る
。

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

七
（
五
八
七
三
）



２
私

企
業

衛
星

の
軌

道
上

売
買

で
登

録
が

変
更

さ
れ

な
か

っ
た

例

①
米
国
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
が
製
造
し
た
韓
国
企
業

K
T

C
o
rp

o
ra

tio
n
社
の
放
送
衛
星

K
o
rea

sa
t

�2は
、
一
九
九
六
年
一

月
に
米
国
の
ケ
ー
プ
・
カ
ナ
ベ
ラ
ル
宇
宙
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
同
年
三
月
、
韓
国
が
国
連
登
録
し
た

（

�）。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九

年
七
月
に
中
国
の

A
sia

B
ro

a
d
ca
st

S
a
tellite

社
（
以
下

A
B
S社

）
が
軌
道
上
で
同
衛
星
を
購
入
し
、

A
B
S
�
1
Aと

改
称

し
た

（

�）。
登
録
の
変
更
は
な
さ
れ
ず
、
ま
た

K
T

C
o
rp

o
ra

tio
n
が
管
制
業
務
（

T
elem

etry
,
T
ra

ck
in
g

&
C
o
n
tro

l:

T
T＆

C）

を
継
続
す
る

（

�）。

T
T＆
Cの

継
続
を
管
理
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
な
ら
ば
、
登
録
国
が
有
す
る
管
理
と
い
う
意
味
で
の
齟
齬
は
な
い
が
、

韓
国
は

A
B
S
�
1
Aに

管
轄
権
を
行
使
し
え
ず
、
領
域
打
上
げ
国
で
あ
る
米
国
と
と
も
に
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
し
て
打
上
げ

国
責
任
を
負
い
続
け
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
中
国
は
、
条
約
上
の
打
上
げ
国
責
任
を
負
わ
な
い
。

条
約
上
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
、
米
国
と
韓
国
で
あ
る
。

②

B
S
B社

の
二
号
機

B
S
B
�
2（

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ

�
2）

は
一
九
九
〇
年
八
月
、
米
国
の
ケ
ー
プ
・
カ
ナ
ベ
ラ
ル
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
、
英
国
は
翌
年
七
月
に
国
連
登
録
を
行
っ
た

（

�）。

B
S
B
�
2は

、
一
九
九
二
年
九
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

T
elen

o
r

S
a
tellite

S
erv

ices
社
に
売
却
さ
れ

T
h
o
r

�Iと
改
称
さ
れ
た
が

（
�）ノ

ル
ウ
ェ
ー
は
同
衛
星
を
登
録
し
な
か
っ
た
。
英
国
は
補
助
登
録
簿
に

B
S

B
�
2を

掲
載
し
「
現
在
の
運
用
者
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
民
で
あ
る
」
と
付
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
既
に
打
上
げ
国
で
は
な
い
と
い
う

見
解
を
打
ち
出
し
た
と
推
定
さ
れ
る

（

�）。
T
h
o
r

�Iの
事
例
か
ら
、
英
国
は
、
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
い
う
地
位
は
、
所
有
・
運
用

が
外
国
企
業
に
移
転
し
た
時
点
で
消
滅
す
る

	

打
上
げ
国
責
任
を
免
れ
る

	

と
い
う
解
釈
を
す
る
と
推
定
し
う
る
か
も
し
れ
な

い
。条
約
上
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
、
米
国
と
英
国
で
あ
る
。

八
（
五
八
七
四
）



３
当
初
か
ら
無
登
録
で
あ
っ
た
私
企
業
衛
星
の
軌
道
上
売
買
の
例

韓
国
の

K
T

C
o
rp

o
ra

tio
n
社
の
放
送
衛
星

K
o
rea

sa
t

�3は
、
米
国
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
が
製
造
し
、
一
九
九
九
年
フ
ラ
ン
ス

の
ギ
ア
ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
衛
星
は
国
連
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
二
〇
一
〇
年
五
月
二
四
日
に
中
国
の

A
B
S社

は
、
自
社

H
Pで

米
政
府
か
ら
の
許
可
が
下
り
次
第
、
K
o
rea

sa
t

�3を
購
入
す
る
と
発
表
し
た

（


）。
米
国
か
ら
の
許
可
発
給
後
、
K
o
rea

sa
t

�

3
は

A
B
S
�
7と

改
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
K
T

C
o
rp

o
ra

tio
n
社
が

A
B
S社

に

T
T＆

Cを
提
供
す
る
旨
が
発
表
さ
れ
た

（

�）。

A
B
S
�
7の

確
立
し
た
打
上
げ
国
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
韓
国
が
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
し
て
の
打
上
げ
国
と
解
し
う
る
か
は
不
明
で

あ
る
。
運
用
に
よ
り
利
益
を
得
る
企
業
の
国
籍
国
で
あ
る
中
国
は
打
上
げ
国
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
責
任
は
負
わ
な
い
。

４
企
業
買
収
に
付
随
し
て
衛
星
の
所
有
権
が
移
転
す
る
例

�

無
登
録
衛
星
の
場
合

政
府
間
宇
宙
通
信
国
際
機
構
イ
ン
タ
ー
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
と
米
国
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
の
合
弁
企
業
で
あ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
（

L
M
I）

が
調
達
し
た

L
M
I
�
1は

、
一
九
九
九
年
九
月
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
領
域
内
に
あ
る
ロ
シ
ア
の
バ

イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か
ら
ロ
シ
ア
の
プ
ロ
ト
ン
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
米
国
は

L
M
I
�
1を

登
録
し
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
同

年
一
二
月
、
自
国
の
登
録
簿
に
条
約
上
の
登
録
で
は
な
く
単
な
る
情
報
提
供
と
い
う
類
型
を
設
け
て
、
国
連
事
務
総
長
に
「
米
国
の
通
信

衛
星

L
M
I
�
1を

打
ち
上
げ
た
」
と
記
し
た

（

�）。

二
〇
〇
六
年
九
月
、
設
立
直
後
の
中
国
の

A
B
S社

は
、

L
M
I
�
1を

所
有
・
運
用
す
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
宇
宙
通
信
社
（

L

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

九
（
五
八
七
五
）



M
S
C
V）

と

L
M
I
�
1デ

ー
タ
の
排
他
的
販
売
権
を
保
有
す
る

L
M
Iを

ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン

G
lo
b
a
l
通
信
社
（

L
M
G
T）

か

ら
買
収
す
る
と
発
表
し
た
。
買
収
後
、

L
M
S
C
Vは

A
B
Sホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

L
M
Iは

A
B
S社

、

L
M
I
�
1は

A
B
S
�

1と
改
称
さ
れ
た
。

A
B
S社

は

L
M
I社

の
事
業
を
事
実
上
引
き
継
い
だ
と
い
え
よ
う

（

�）。
中
国
は

A
B
S
�
1を

登
録
し
て
い
な
い
。

A
B
M
�
1の

確
立
し
た
打
上
げ
国
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ロ
シ
ア
で
あ
り
、
米
国
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
、
中
国
は
打
上
げ
に
関
与
し
て

い
な
い
の
で
打
上
げ
国
で
は
な
い
。

�

登
録
さ
れ
た
衛
星
の
場
合

フ
ィ
リ
ピ
ン
の

M
a
b
u
h
a
y
衛
星
社
（

M
S
C）
の

A
g
ila

�2は
米
国
の

S
p
a
ce

S
y
stem

s/
L
o
ra

l
社
が
製
造
し
、
一
九
九
七
年
八
月

に
中
国
の
西
昌
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
登
録
条
約
の
当
事
国
で
は
な
い
の
で
、
国
連
総
会
決
議
一
七
二
一

B

（
X
V
I）

（

�）

に
従
い
、
衛
星
を
国
連
に
登
録
し
た

（
�）。

二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
中
国
の

A
B
S社

は
、
米
国
か
ら
必
要
な
許
可
が
発
給
さ
れ
次

第
、

M
S
C社

を
買
収
す
る
と
発
表
し
た

（

�）。
買
収
後
、

A
g
ila

�2は

A
B
S
�
5と

改
称
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の

M
S
Cス

ー

ビ
ッ
ク
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
同
衛
星
に
対
す
る

T
T＆

Cを
継
続
し
た

（

�）。

こ
の
事
例
で
は
、
打
上
げ
国
は
、
領
域
打
上
げ
国
の
中
国
と
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
。
偶
然
、
現
在
の
衛
星
運
用

企
業
の
国
籍
国
が
領
域
打
上
げ
国
で
も
あ
る
た
め
、
衛
星
所
有
権
変
更
後
も
、
衛
星
運
用
か
ら
利
益
を
得
る
企
業
の
国
籍
国
が
打
上
げ
国

責
任
を
負
う
立
場
が
維
持
さ
れ
る
。
他
方
、
中
国
企
業
が
所
有
権
を
も
つ
衛
星
管
制
施
設
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
所
在
す
る
こ
と
を
も
っ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
打
上
げ
国
責
任
が
及
ぶ
こ
と
を
合
理
的
に
説
明
し
う
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
登
録
に
よ
り
生
じ
る
管
轄
権
・
管

理
の
少
な
く
と
も
一
部
が
自
国
領
域
内
に
残
存
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
自
国
の
活
動
」
に
国
際
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
損
害

一
〇

（
五
八
七
六
）



責
任
を
負
う
と
い
う
考
え
方
が
成
立
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
国
の
活
動
に
つ
い
て
の
国
際
的
責
任
は
過
失
責
任
と
考
え
ら
れ

る
が
、
地
上
損
害
の
場
合
の
打
上
げ
国
責
任
は
無
過
失
責
任
な
の
で
、
領
域
内
か
ら
の

T
T＆

Cに
付
随
す
る
責
任
と
し
て
は
過
大
で
あ

る
、
と
い
え
よ
う
か
。

５
自
国
領
域
内
で
衛
星
を
運
用
す
る
主
体
の
法
的
地
位
変
更
に
付
随
し
て
衛
星
の
所
有
権
が
移
転
す
る
例

�

イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
の
無
登
録
衛
星

↓

英
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
社

英
国
（
ロ
ン
ド
ン
）
を
本
部
と
し
て
一
九
七
五
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
海
事
衛
星
機
構
（
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
）
は
、
政
府
間
衛
星
通
信
組

織
の
民
営
化
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
九
年
に
そ
の
事
業
部
分
を
英
国
法
に
基
づ
き
設
置
し
た
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
社
に
移
管
し
た

（

�）。
移
管

前
に
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
は
八
機
の
通
信
衛
星
を
運
用
し
て
い
た
が
、
政
府
間
組
織
と
し
て
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
は
登
録
条
約
の
権
利
義
務

を
受
諾
す
る
資
格
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
、
登
録
条
約
に
基
づ
く
登
録
の
対
象
外
で
あ
っ
た

（

	）。

英
国
は
一
九
八
六
年
の
英
国
宇
宙
法
に
基
づ
き
、
英
国
企
業
と
な
っ
た
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
社
に
対
し
て
一
九
九
九
年
三
月
二
三
日
に
八

衛
星
の
運
用
許
可
を
発
給
し
た
。
そ
こ
で
、
通
常
は
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
の
み
に
基
づ
い
て
自
国
が
打
ち
上
げ
た
衛
星
を
登
録
す
る
と
こ
ろ
、

英
国
は
、
宇
宙
の
探
査
・
利
用
に
つ
い
て
の
可
能
な
限
り
の
情
報
提
供
を
義
務
づ
け
る
「
宇
宙
条
約
第


条
及
び
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
基

づ
い
て

（

�）」
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
の
八
衛
星
の
情
報
提
供
を
国
連
事
務
総
長
に
対
し
て
行
っ
た

（

�）。
も
っ
と
も
、
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
基
づ
く
と

し
つ
つ
も
、
英
国
は
、
損
害
責
任
条
約
、
登
録
条
約
、
救
助
返
還
協
定
の
適
用
上
、「
打
上
げ
国
」、「
登
録
国
」、
ま
た
は
「
打
上
げ
機
関
」

に
該
当
し
な
い
、
と
す
る
主
張
も
明
記
し
た

（


）。
打
上
げ
国
で
も
登
録
国
で
も
な
い
と
い
う
主
張
を
反
映
し
て
、
提
供
情
報
と
し
て
登
録
条

約
第
Ⅳ
条
が
要
求
す
る
打
上
げ
国
名
や
打
上
げ
場
所
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
運
用
企
業
や
許
可
発
給
日
が
記
さ
れ
る
。
な
お
、
非
打

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

一
一

（
五
八
七
七
）



上
げ
国
の
立
場
か
ら
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
社
の
八
衛
星
は
英
国
の
補
助
登
録
簿
に
も
登
録
さ
れ
る

（

�）。

こ
の
事
例
で
は
、
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
存
在
し
な
い
。

�

イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の
無
登
録
衛
星

↓

オ
ラ
ン
ダ
企
業
（

↓ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
企
業
）

国
際
電
気
通
信
衛
星
機
構
（
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
）
の

In
telsa

t

�80
3
は
一
九
九
七
年
九
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ア
ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
は
登
録
条
約
の
権
利
義
務
を
受
諾
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
無
登
録
衛
星
で
あ
っ
た

（

�）。
一
九
九

八
年
三
月
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の
民
営
化
が
決
定
す
る
と
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
の
宇
宙
資
産
を
移
譲
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ

ラ
イ
ト

N
V（

公
開
株
式
会
社
）
が
オ
ラ
ン
ダ
を
本
店
所
在
地
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
年
一
一
月
末
日
に
は

In
telsa

t

�803
は
同
社
の
衛

星

N
S
S
�
8０

3と
な
っ
た
。
こ
の
衛
星
は
当
初
西
経
二
七
・
五
度
で
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
日
に
は
西
経
一

七
七
度
に
再
配
置
さ
れ
、

N
S
S
�
5と
改
称
さ
れ
た

（

�）。
オ
ラ
ン
ダ
は

N
S
S
�
5を

国
連
登
録
は
せ
ず
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
宇
宙

条
約
第

�条
に
基
づ
く
衛
星
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

（
�）。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
二
〇
一
二
年
末
期
に
は
打
上
げ
後
一
五
年
経
過
す
る

N
S
S
�
5を

停
波
す
る
と
国
連
事
務
総
長
に
報
告
し
て
い

た
が

（

�）、
二
〇
一
二
年
九
月
ま
で
に
、

S
E
Sニ

ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト
社

（

	）は

N
S
S
�
5を

東
経
五
〇
・
五
度
に
移
動
さ
せ
て
、
同

衛
星
を
タ
イ
の
タ
イ
コ
ム
社
に
リ
ー
ス
し
た
。
タ
イ
コ
ム
社
は
自
社
衛
星
の
打
上
げ
が
予
定
通
り
進
ま
な
い
た
め
、
国
際
電
気
通
信
連
合

（

I
T
U）
か
ら
排
他
的
使
用
権
を
獲
得
し
た
東
経
五
〇
・
五
度
を
維
持
し
う
る
期
限
が
迫
っ
て
い
た
。

N
S
S
�
5の

通
信
機
能
で
は

な
く
、
軌
道
位
置
の
使
用
実
績
を
作
る
た
め
の
衛
星
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（


）。

N
S
S
�
5（

In
telsa

t

�80
3
）
は
無
登
録
衛
星
と
し
て
、
管
理
が
国
際
組
織
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
移
転
し
た
。
同
衛
星
の
そ
の
後
の
移
転

一
二

（
五
八
七
八
）



先
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

S
E
Sワ

ー
ル
ド
社
を
通
じ
て
経
営
支
配
を
受
け
る

S
E
Sニ

ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト
社
に
対
し
て

も
、
後
述
の
英
国
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
や
マ
ン
島
の
場
合
と
異
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
本
土
領
域
内
の
企
業
で
あ
る
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
同
社
に

管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る
と
い
う
立
場
を
取
る
。

N
S
S
�
5に

つ
い
て
は
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
並
び
に
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
、
タ
イ
の
企
業
が
運
用
か
ら
利
益
を
得
る
が
、
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
フ
ラ
ン
ス
の
み
で
あ
る
。

６
軌

道
上

の
所

有
権

移
転

の
限

界
事

例

�

「
打

上
げ

を
行

わ
せ

る
国

」
の

否
定

と
し

て
の
軌

道
上
渡
し

オ
ラ
ン
ダ
の
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト

N
Vは
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に

N
S
S
�
7、

同
年
一
二
月
に

N
S
S
�
6の

打
上
げ
を

フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ア
ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
調
達
し
た
。
両
衛
星
と
も
製
造
は
米
国
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、

N
S
S
�
6と

N
S
S
�
7は

「
オ
ラ
ン
ダ
の
管
轄
権
・
管
理
に
属
さ
な
い
者
に
よ
り
軌
道
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
配
置
さ
れ
た
後
、
オ
ラ

ン
ダ
で
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト
社
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
従
っ
て
国
連
事
務
総

長
に
登
録
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
軌
道
上
で
宇
宙
物
体
の
所
有
権
が
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト

社
に
移
転
し
た
時
点
以
後
、
オ
ラ
ン
ダ
は
当
該
衛
星
の
運
用
に
つ
い
て
宇
宙
条
約
第
Ⅵ
条
に
基
づ
き
国
際
的
責
任
を
負
い
、
宇
宙
条
約
第

Ⅷ
条
に
基
づ
い
て
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る
と
思
料
す
る
」
と
特
記
し
て
、
事
務
総
長
に
二
機
の
衛
星
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

（

�）。
そ
の

際
、
英
国
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
の
情
報
提
供
と
全
く
同
一
の
文
章
で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
損
害
責
任
条
約
、
登
録
条
約
、
救
助
返
還
協

定
の
適
用
上
、
自
国
は
「
打
上
げ
国
」
、
「
登
録
国
」
、
ま
た
は
「
打
上
げ
機
関
」
に
該
当
し
な
い
と
記
し
た

（

�）。
し
か
し
、
英
国
が
登
録
条

約
第
Ⅳ
条
に
も
言
及
し
た
の
と
対
照
的
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
情
報
提
供
は
、
登
録
条
約
又
は
国
連
総
会
決
議
一
七
二
一

Bに
従
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
旨
を
明
記
し
た

（


）。

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

一
三

（
五
八
七
九
）



射
場
を
持
た
な
い
国
ま
た
は
当
該
国
の
非
政
府
団
体
は
、
外
国
射
場
か
ら
打
上
げ
を
調
達
し
て
衛
星
を
運
用
す
る
が
、
衛
星
の
所
有
権

移
転
時
期
は
打
ち
上
げ
前
、
又
は
打
上
げ
後
に
通
常
一
ヵ
月
か
ら
三
ヵ
月
程
度
要
す
る
一
連
の
軌
道
上
試
験
の
完
了
後
の
い
ず
れ
か
を
契

約
で
選
択
で
き
る

（

�）。
後
者
の
契
約
の
場
合
、
一
般
に
衛
星
製
造
業
者
が
引
渡
し
ま
で
所
有
権
を
保
持
し
、
製
造
者
の
国
籍
国
は
打
上
げ
国

と
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
自
国
の
活
動
に
責
任
を
有
す
る
国
と
し
て
管
轄
権
・
管
理
を
有
す
る
と
整
理
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
地

上
で
衛
星
所
有
権
が
移
転
し
て
い
て
も
、
公
法
上
、
打
上
げ
行
為
や
軌
道
上
試
験
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
管
轄
権
・
管
理
が
及
ば
な
い
た
め
、

い
か
な
る
オ
ラ
ン
ダ
人
所
有
の
衛
星
の
管
轄
権
の
移
転
も
、
軌
道
上
引
渡
し
の
後
に
な
さ
れ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
解
釈
を
取
る
な
ら
ば
「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
」
の
存
在
を
ほ
と
ん
ど
否
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
の

解
釈
・
実
行
で
は
、
打
上
げ
国
は
領
域
・
施
設
打
上
げ
国
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
は
登
録
簿
の
設
置
を
事
務
局
長
に
通
報
し
た
が
、
登
録
簿
を
①
オ
ラ
ン
ダ
が
登
録
条
約
第

Ⅱ
条
の
共
同
決
定
に
基
づ
い
て
打
上
げ
国
に
な
る
場
合
の
「
国
連
登
録
簿
」
と
②
打
上
げ
国
で
も
登
録
国
で
も
な
い
場
合
の
宇
宙
物
体
の

情
報
を
掲
載
す
る
「
国
内
登
録
簿
」
に
分
け
る
と
い
う
英
国
に
類
似
し
た
方
法
を
取
っ
た

（

�）。
オ
ラ
ン
ダ
は
今
日
ま
で
、
登
録
条
約
に
基
づ

く
衛
星
登
録
を
行
っ
て
い
な
い
。

N
S
S
�
7と

N
S
S
�
6の

確
立
し
た
打
上
げ
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
で
あ
る
。

７
国

家
承

継
が

も
た

ら
す

衛
星

所
有

者
の

国
籍

変
更

が
要

請
す

る
登

録
変

更

一
九
九
七
年
七
月
一
日
、
香
港
が
英
国
か
ら
中
国
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
香
港
企
業
が
運
用
し
て
い
た
衛
星
所
有
者
の
国
籍
も

変
更
し
た
。
こ
れ
は
正
確
に
は
所
有
権
移
転
で
は
な
い
が
、
所
有
者
の
国
籍
国
で
な
け
れ
ば
実
質
的
に
衛
星
に
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す

一
四

（
五
八
八
〇
）



る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
、
登
録
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
登
録
国
が
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
す
る
と
い
う
宇
宙
条
約
第
Ⅷ
条
の
規

定
と
実
態
と
を
合
致
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
九
八
年
四
月
三
日
に
英
国
が

A
sia

S
a
t

�1 （
一
九
九
〇
年
四
月
打
上
げ
。
以
下
年
月
日

は
打
上
げ
月

（
�））、

A
P
S
T
A
R
�
I（

一
九
九
四
年
七
月

（

�））、
A
sia

S
a
t

�2 （
一
九
九
五
年
一
一
月

（

�））、

A
P
S
T
A
R
�
I
A（

一
九
九
六
年

七
月

（

�））
の
登
録
抹
消
を
宣
言
し

（

	）、
同
日
、
中
国
が
こ
れ
ら
四
機
の
衛
星
の
登
録
国
と
な
っ
た
こ
と
を
宣
言
し
た

（


）。
こ
の
事
例
で
は
、
打
上

げ
国
は
中
国
と
英
国
で
あ
っ
た
が
、
国
家
承
継
に
よ
り
中
国
の
み
と
な
っ
た
。

な
お
、
中
国
の
西
昌
か
ら
英
国
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
場
合
の
打
上
げ
国
責
任
を
中
英
間
で
分
担
す
る
中
英
交
換
公
文
が
一
九
九
六
年
結

ば
れ
て
い
る
。
直
接
に
は

A
P
S
T
A
R
�
I
Aと

A
P
S
T
A
R
�Ⅱ

R（
一
九
九
七
年
一
〇
月

（

�））
を
対
象
に
打
上
げ
段
階
（
打
上
げ
機

点
火
か
ら
衛
星
切
り
離
し
ま
で
）
の
事
故
か
ら
生
じ
る
損
害
に
つ
い
て
は
中
国
が
、
切
り
離
し
以
後
は
英
国
が
打
上
げ
国
と
し
て
第
三
者
賠

償
責
任
を
単
独
で
引
き
受
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
る

（

�）。
こ
の
交
換
公
文
か
ら
も
、
活
動
に
執
行
管
轄
権
を
行
使
し
う
る
国




打
上
げ
段

階
に
お
い
て
は
領
域
打
上
げ
国
、
運
用
段
階
に
お
い
て
は
衛
星
所
有
者
・
運
用
者
の
国
籍
国




が
損
害
責
任
を
負
う
こ
と
が
公
平
か
つ

合
理
的
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
見
て
と
れ
る
。

四
便
宜
置
籍
衛
星
の
「
打
上
げ
国
」
同
定
問
題

こ
の
節
で
は
、
衛
星
の
所
有
権
移
転
問
題
の
変
型
と
し
て
、
衛
星
を
国
内
法
上
は
所
有
・
運
用
す
る
が
実
質
的
に
は
運
用
者
で
は
な
い

企
業
に
対
し
て
当
該
国
が
不
適
切
と
考
え
る
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
、
宇
宙
諸
条
約
を
尊
重
し
つ
つ
選
択
す
る
措
置
を
概
観
す
る
。

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

一
五

（
五
八
八
一
）



１
実

質
は

米
国

企
業

と
判

断
さ

れ
た

英
国

企
業

の
事

例

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
に
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
英
国
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
外
植
民
地
の

G
E

C
a
p
ita

l

S
a
tellites （

G
ib
ra

lta
r）
社
（
「

G
E
（
G
ib
）」
）
の

G
E
�
S
A
T
C
O
M
�
1
A（

識
別
番
号

2000

�059
A
）
に
つ
い
て
、
英
国
は
海
外
打

上
げ
許
可
を
一
九
九
八
年
九
月
に
発
給
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
自
国
を
「
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
」
で
あ
る
と
み
な
し
、
同
年
一
一
月
、

登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
従
っ
て
正
式
に
国
連
登
録
を
行
っ
た

（

�）。
し
か
し
、
翌
年
三
月
に

G
E
（
G
ib
）
社
は
、
「
宇
宙
物
体
の
打
上
げ
を
調
達

し
て
い
な
い
の
で
、
英
国
は
登
録
国
と
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
登
録
を
撤
回
す
る
文
書
を
提
出
し
た

（

�）。
そ
の
上
で

G
E
�
S
A
T
C
O

M
�
1
Aの

打
上
げ
情
報
は
、
英
国
が
打
上
げ
国
で
は
な
い
場
合
の
補
助
登
録
簿
に
掲
載
し
た

（

�）。

G
E
（
G
ib
）
社
は
、
米
国
の

G
E

A
m
erica

n
C
o
m
m
u
n
ica

tio
n
s
社
（
「

G
E

A
m
erico

m
」
）
の
子
会
社
で
あ
り
、

G
E
（
G
ib
）
社
と

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
自
治
政
府
と
の
周
波
数
申
請
を
め
ぐ
る
協
定
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
事
業
戦
略
や
形
態
に
つ
い
て
実
質
的
な
管
理
を
行
使

し
て
い
る
の
は
米
国
の

G
E

A
m
erico

m
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
実
が
発
覚
し
た
た
め
、
英
国
は
、
打
上
げ
を
調
達
し
た
の
は
衛
星
を

実
質
的
に
運
用
・
管
理
す
る
米
国
の

G
E

A
m
erico

m
社
で
あ
り
、
英
国
は
当
初
よ
り
打
上
げ
国
と
な
る
条
件
を
持
た
な
か
っ
た
と
認

識
し
、
登
録
を
撤
回
し
た
。
登
録
撤
回
前
の
二
〇
〇
一
年
二
月
に
米
国
が
識
別
番
号

200
0

�05
9
A
物
体
を
登
録
し
た

（

�）の
で
、
無
登
録
衛

星
と
な
る
こ
と
は
回
避
さ
れ
た
。
こ
の
衛
星
の
打
上
げ
国
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
米
国
で
あ
る
。

２
実

質
は

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

企
業

と
判

断
さ

れ
た

英
国

企
業

の
事

例

英
国
属
領
で
あ
る
マ
ン
島
に
本
店
所
在
地
を
置
く

S
E
S

S
a
tellite

L
ea
sin

g
社
の
通
信
衛
星

S
iriu

s

�4は
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一

二
日
に
英
国
政
府
か
ら
打
上
げ
許
可
を
発
給
さ
れ
、
同
月
一
七
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た

（

�）。

一
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S
iriu

s

�4に
つ
い
て
実
質
的
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

S
E
S

S
iriu

s
社
が
所
有
・
運
用
し
て
い
る
た
め
、
英
国
は
、
「
英
国
は
打
上
げ
許

可
を
発
給
し
た
の
み
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
軌
道
上
の
運
用
を
登
録
し
た
」
と
付
記
し
つ
つ
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
打
上
げ
を
登
録

し
た

（

�）。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
英
国
の
登
録
以
前
の
二
〇
〇
八
年
二
月
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
打
上
げ
国
と
明
記
し
て
国
連
に
登
録
し
て
い

た
の
で

（

	）、
英
国
は
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
既
に
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
登
録
を
撤
回
し

（


）、
代
わ
り
に
補

助
登
録
簿
に

S
iriu

s
�4の

情
報
を
掲
載
し
た

（

�）。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

S
E
S

S
iriu

s
社
は
二
〇
一
〇
年
三
月
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
本
拠
地

を
も
つ
巨
大
衛
星
通
信
運
用
業
者

S
E
S社

の
管
理
下
に
置
か
れ
、
同
年
六
月
に
は

S
E
S

A
stra

社
と
社
名
を
変
更
し
た
の
で
、
そ
れ

に
伴
い

S
iriu

s

�4も
A
stra

�4A
と
改
称
さ
れ
た

（

�）。
S
E
S

A
stra

社
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
企
業
で
あ
る
が
、
登
録
の
変
更
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
S
iriu

s

�

4
の
打
上
げ
国
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
な
る
。

３
実

質
は

ノ
ル

ウ
ェ

ー
企

業
と

判
断

さ
れ

た
英

国
企

業
の

事
例

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

T
elen

o
r
社
の
現
地
法
人

T
elen

o
r （

U
K
）
社
が
リ
ー
ス
す
る
通
信
衛
星

T
h
o
r

�II,
T
h
o
r

�III
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九

七
年
五
月
及
び
一
九
九
八
年
六
月
に
米
国
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
英
国
政
府
か
ら
の
リ
ー
ス
契
約
締
結
許
可
は
二
機
に
つ
い
て
一
九
九

八
年
二
月
二
七
日
に
発
給
さ
れ
、
同
日
、
二
機
と
も
英
国
の
補
助
登
録
簿
に
掲
載
さ
れ
た

（


）。
T
elen

o
r （

U
K
）
社
が
付
与
さ
れ
た
許
可
は

リ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
衛
星
の
管
理
権
を
も
た
な
い
た
め
、
英
国
は
管
轄
権
・
管
理
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
保
持
す
る
と
い
う
前
提
で
二
機
を
国

連
登
録
し
な
か
っ
た

（

�）。
し
か
し
ノ
ル
ウ
ェ
ー
も

T
h
o
r

�II,
T
h
o
r

�III
と
も
に
登
録
し
て
い
な
い
の
で
、
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
米
国
の

み
で
あ
る
。

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

一
七

（
五
八
八
三
）



４
衛
星
運
用
者
の
国
籍
国
が
登
録
し
な
い
の
で
、
打
上
げ
許
可
発
給
国
が
代
わ
り
に
登
録
し
た
事
例

①
英
国
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
と
一
〇
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ギ
ア
ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た

N
S
S
�
9と

N
S
S
�

12に
つ
い
て
、
「
英
国
は
打
上
げ
許
可
を
発
給
し
た
の
み
で
あ
る
」
と
付
記
し
つ
つ
登
録
し
た
。
そ
の
際
、

N
S
S
�
9に

つ
い
て

は
「
オ
ラ
ン
ダ
が
軌
道
上
の
運
用
を
登
録
す
る
こ
と
に
な
る

（

�）」
、

N
S
S
�
12に

つ
い
て
は
「
オ
ラ
ン
ダ
が
軌
道
上
運
用
に
責
任
を

有
す
る

（

�）」
と
記
載
し
た
。
両
者
と
も
、
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
基
づ
い
て
の
通
報
で
な
け
れ
ば
単
な
る
情
報
提
供
と
も
推
定
さ
れ
る
消

極
的
な
記
載
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
両
衛
星
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
が
登
録
を
し
な
い
の
で
代
わ
っ
て
英
国
が
登
録
を
し
た
と
考
え
ら

れ
る

（

�）。
両
衛
星
の
打
上
げ
国
は
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
と
な
る
。

②
英
国
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
ロ
シ
ア
か
ら
打
上
げ
ら
れ
た

D
eim

o
s

�1に
つ
い
て
「
「
英
国
は
打
上
げ
許
可
を
発
給
し
た
の
み

で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
が
軌
道
上
の
運
用
を
登
録
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
記
し
つ
つ
も
当
該
衛
星
を
国
連
登
録
し
た

（

�）。
一
年
後
英
国
は
、

ス
ペ
イ
ン
が
登
録
を
す
る
と
宣
言
し
た
と
し
て
登
録
を
撤
回
し
た

（

�）。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
一
月
現
在
、
ス
ペ
イ
ン
は
国
連
登
録
し

て
い
な
い
。
こ
の
衛
星
の
確
立
し
た
打
上
げ
国
は
ロ
シ
ア
で
あ
る
。

五
結
論

以
上
、
軌
道
上
の
所
有
権
の
移
転
に
つ
い
て
七
つ
の
類
型
を
調
査
し
、
ま
た
、
「
便
宜
置
籍
衛
星
」
に
そ
の
所
在
国
は
い
か
に
対
処
し

つ
つ
あ
る
か
を
概
観
し
た
。
国
家
実
行
か
ら
は
以
下
の
傾
向
を
指
摘
し
う
る
と
考
え
る
。

第
一
に
、
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
を
決
定
す
る
基
準
を
模
索
す
る
こ
と
は
既
に
放
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
衛
星

一
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打
上
げ
を
調
達
し
た
企
業
の
国
籍
国
が
打
上
げ
国
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
の
は
登
録
を
し
た
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
確
定
基

準
が
将
来
合
意
さ
れ
そ
う
な
兆
候
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
他
方
、
軌
道
上
で
衛
星
の
所
有
・
運
用
権
を
得
た
企
業
の
国
籍
国
が
衛
星
を
登

録
す
る
こ
と
が
当
該
国
を
打
上
げ
国
に
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
否
定
の
意
思
を
示
す
国
（
た
と
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
は

あ
る
も
の
の
、
自
国
を
打
上
げ
国
と
名
乗
る
国
家
実
行
は
見
出
せ
な
い
。
打
上
げ
国
概
念
適
用
決
議
は
、
今
後
の
国
家
実
行
の
基
礎
を
提

供
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
同
決
議
で
も
新
た
な
打
上
げ
・
衛
星
運
用
形
態
に
合
致
し
た
打
上
げ
国
の
定
義
・
決
定

基
準
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
は
な
く
、
国
内
法
制
定
、
共
同
打
上
げ
や
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
国
間
の
協
定
を
通
じ
て
、
打
上
げ
国
が
確

定
す
る
場
合
と
同
等
の
第
三
者
賠
償
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る

（

�）。
第
三
者
賠
償
そ
の
他
の
責
任
の
配
分
を
規
定

す
る
政
府
間
協
定
に
よ
る
対
処
は
部
分
的
に
は
登
録
条
約
第
二
条
二
項
の
要
請
に
も
合
致
し
、
宇
宙
諸
条
約
体
制
と
の
親
和
性
は
高
い
が
、

衛
星
所
有
権
・
管
理
の
移
転
毎
に
協
定
が
要
請
さ
れ
る
な
ら
ば
、
創
造
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
を
発
展
さ
せ
る
足
枷
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

英
国
の
よ
う
に
国
内
法
に
よ
り
、
自
国
が
損
害
責
任
を
負
う
基
準
、
範
囲
、
手
続
を
明
確
化
し
て
お
く
こ
と
が
よ
り
望
ま
し
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
も
関
連
す
る
が
、
第
二
に
、
管
轄
権
・
管
理
を
生
み
出
す
た
め
の
登
録
と
い
う
宇
宙
条
約
第
Ⅷ
条
の
規
定
は
益
々
意
味
を
な

さ
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
見
出
せ
る
。
登
録
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
衛
星
運
用
業
者
と
真
正
の
関
係
を
も
つ
国

	

必
ず
し
も
国
籍

国
と
は
限
ら
な
い

	

は
管
轄
権
・
管
理
を
行
使
し
う
る
。
逆
に
、
登
録
し
た
衛
星
に
管
轄
権
を
行
使
で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

実
態
を
調
査
し
、
管
轄
権
を
行
使
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
登
録
を
撤
回
す
る
実
行
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
可
能
な
の

は
国
内
法
に
よ
り
許
可
・
監
督
制
度
を
整
備
す
る
国
に
限
ら
れ
る
。
宇
宙
物
体
登
録
実
行
向
上
勧
告
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
施
設
・
領
域

打
上
げ
国
は
「
打
上
げ
国
」
と
な
り
う
る
国
と
接
触
し
て
登
録
国
を
決
定
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
の

（


）、
打
上
げ
を
行
わ
せ
る
国
と
し

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題
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て
の
打
上
げ
国
の
決
定
方
法
は
活
動
と
真
正
連
関
を
も
つ
「
関
係
国
」 （

a
p
p
ro

p
ria

te
S
ta
tes）

を
個
々
の
場
合
に
探
し
出
す
こ
と
で
あ
り

（

�）、

結
局
は
「
自
国
の
活
動
」
と
し
て
許
可
・
監
督
を
行
う
国
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
軌
道
上
移
転
に
つ
い
て
は
登
録
ル
ー
ル

の
策
定
は
断
念
し
、
現
在
の
運
用
者
の
関
係
国
を
同
定
す
る
た
め
の
情
報
提
供
を
要
請
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（

�）。

第
三
に
、
国
連
登
録
が
打
上
げ
国
を
明
示
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
打
上
げ
国
概
念
と
切
り
離
し
て
、
自
国
が
受
け
入
れ
可
能
と

考
え
る
責
任
の
限
界
を
提
示
し
つ
つ
自
国
の
活
動
に
対
す
る
国
際
的
責
任
を
果
た
す
手
段
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

特
に
そ
れ
は
登
録
と
の
境
界
が
曖
昧
な
衛
星
の
情
報
提
供
（
ロ
シ
ア
等
）
や
補
助
登
録
簿
と
い
う
制
度
（
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
）
に
顕
著
に
窺

わ
れ
る
。
宇
宙
の
安
全
と
安
全
保
障
向
上
の
た
め
に
も
宇
宙
物
体
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
・
通
報
の
確
保
が
切
実
に
要
請
さ
れ
る
現
在
、

衛
星
登
録
の
意
義
が
損
害
責
任
の
担
い
手
同
定
か
ら
宇
宙
物
体
所
在
状
況
の
認
識
（
S
p
a
ce

S
itu

a
tio

n
a
l
A
w
a
ren

ess）
向
上
に
進
む
の

は
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る

（

�）。

軌
道
上
の
衛
星
所
有
・
運
用
の
移
転
に
お
い
て
宇
宙
諸
条
約
に
違
背
し
な
い
方
法
で
公
平
か
つ
合
理
的
な
損
害
責
任
を
配
分
す
る
方
法

は
、
衛
星
の
運
用
に
真
正
の
連
関
を
も
つ
国
を
同
定
す
る
基
準
を
国
際
的
に
明
確
化
し
、
各
国
の
国
内
法
の
調
整
を
通
じ
て
、
自
国
の
活

動
に
対
す
る
国
際
的
責
任
と
し
て
の
第
三
者
賠
償
を
、
打
上
げ
国
の
有
す
る
無
過
失
責
任
の
場
合
と
同
等
以
上
に
な
る
よ
う
確
保
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
リ
ー
ス
も
含
め
た
衛
星
運
用

（

�）に
お
け
る
真
正
連
関
の
基
準
を
見
出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
国
連

C
O

P
U
O
S、

I
T
Uの

一
層
の
協
力
も
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（

1）
国
連
採
択
の
五
条
約
の
う
ち
、
主
要
な
宇
宙
活
動
国
全
て
が
当
事
国
で
あ
る
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
及
び
利
用
に

お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条
約
（
宇
宙
条
約
）（
一
九
六
七
年
）、
宇
宙
飛
行
士
の
救
助
及
び
送
還
並
び
に
宇
宙
空
間
に

二
〇

（
五
八
八
六
）



打
ち
上
げ
ら
れ
た
物
体
の
返
還
に
関
す
る
協
定
（
救
助
返
還
協
定
）（
一
九
六
八
年
）、
宇
宙
物
体
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
損
害
に
つ
い

て
の
国
際
的
責
任
に
関
す
る
条
約
（
損
害
責
任
条
約
）
（
一
九
七
二
年
）
、
宇
宙
空
間
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
物
体
の
登
録
に
関
す
る
条
約

（
登
録
条
約
）（
一
九
七
五
年
）
を
い
う
。

（

2）
総
会
決
議
「
『
打
上
げ
国
』
概
念
の
適
用
」
が
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
。
A
/
R
E
S
/
59/
119
（
25
J
a
n
u
a
ry

2
0
05
）
.

（

3）
総
会
決
議
「
宇
宙
物
体
の
登
録
に
お
け
る
国
及
び
国
際
組
織
の
実
行
向
上
に
関
す
る
勧
告
」
が
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
七
日
に
採
択
さ

れ
た
。
A
/
R
E
S
/
6
2
/
1
0
1
（
10
J
a
n
u
a
ry
2
0
0
8
）.

（

4）
二
〇
一
三
年
中
に
独
立
し
た
又
は
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
総
会
決
議
が
採
択
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

（

5）
宇
宙
条
約
第
六
条
、
第
三
条
。

（

6）
損
害
責
任
条
約
第
一
条

�、
登
録
条
約
第
一
条

�。
衛
星
は
宇
宙
物
体
の
一
類
型
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
稿
の
主
題
に
鑑
み
て
、
正
確
に

は
宇
宙
物
体
と
記
述
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
便
宜
上
衛
星
と
記
す
場
合
が
あ
る
。

（

7）
宇
宙
条
約
第
七
条
、
損
害
責
任
条
約
第
一
条

�、
登
録
条
約
第
一
条

�。

（

8）
宇
宙
条
約
第
七
条
。
損
害
責
任
条
約
、
第
二
条
、
第
三
条
。

（

9）
損
害
責
任
条
約
第
二
条
、
第
一
二
条
。

（

10）
宇
宙
条
約
第
八
条
。
船
舶
、
航
空
機
と
異
な
り
、
宇
宙
物
体
に
は
国
籍
は
付
与
さ
れ
な
い
。

（

11）
登
録
条
約
第
二
条
二
項
。

（

12）
同
右
。

（

13）
た
と
え
ば
青
木
節
子
「
宇
宙
の
探
査
・
利
用
を
め
ぐ
る
「
国
家
責
任
」
の
課
題
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
一
一
〇
巻
（
二
〇
一
一
年
）、

一
六
六

	一
六
七
頁
参
照
。

（

14）
山
本
草
二
「
宇
宙
開
発
」
『
未
来
社
会
と
法
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
九
三

	九
四
頁
。
な
お
、
山
本
草
二
『
国
際
法
に
お
け
る

危
険
責
任
主
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
二
五
一
頁
参
照
。

（

15）
S
ee,
e.
g
.,
E
d
w
a
rd
A
.
F
ra
n
k
le
&
E
.
J
a
so
n
S
tep
to
e,
・L
eg
a
l
C
o
n
sid
era
tio
n
s
A
ffectin

g
C
o
m
m
ercia

l
S
p
a
ce

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

二
一

（
五
八
八
七
）



L
a
u
n
ch
es
fro
m
In
tern
a
tio
n
a
l
T
errito

ry
,・

P
roceed

in
g
s
of

th
e
42

n
d

C
olloq

u
iu
m

on
th

e
L
a
w

of
O
u
ter

S
p
a
ce

（
2
00
0
）
,
p
p
.
3
0
5

�

3
0
6
.

（
16）

S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
2
1
9
（
2
4
A
p
ril
1
9
9
0）
,
p
.
5.
正
確
に
は
、
国
内
登
録
簿
に
記
入
し
た
情
報
を
国
連
事
務
総
長
に
提
供
し
、
事

務
総
長
が
当
該
情
報
を
記
録
す
る
登
録
簿
を
保
管
す
る
手
続
を
指
す
が
、
国
内
登
録
と
区
別
す
る
た
め
に
本
稿
で
は
便
宜
上
「
国
連
登
録
」

と
記
す
。
登
録
条
約
第
二
条
、
第
三
条
。

（

17）
英
国
は
管
理
の
移
転
を
一
九
九
九
年
二
月
一
日
に
国
連
に
通
報
し
た
。
U
K
S
p
a
ce
A
g
en
cy（
U
K
S
A
）,

S
u
p
p
lem

en
ta
ry

R
eg
istry

o
f
S
p
a
ce

O
b
jects（

la
test

v
ersio

n
,
201
0
）
,
p
.
3.

（

18）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
5
2（
1
9
F
eb
ru
a
ry
1
9
9
9）,
p
.
3.

（

19）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
7
7（
2
4
O
cto
b
er
20
0
0
）
,
p
.
2.

（

20）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
1
8（
6
S
ep
tem
b
er
20
0
7）,
p
.
3.
登
録
条
約
第
四
条
二
項
参
照
。

（

21）
本
稿
、
四

1、

2、

4②
参
照
。

（

22）
U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
.
1
.

（

23）
Ib
id
.,
p
.
3
.

（

24）
英
国
の
二
一
世
紀
の
実
行
で
は
、
当
初
か
ら
補
助
登
録
簿
に
の
み
掲
載
し
て
い
る
と
き
に
は
自
身
を
打
上
げ
国
と
は
見
な
し
て
お
ら
ず
、

国
連
登
録
を
し
つ
つ
後
に
補
助
登
録
簿
に
掲
載
し
た
と
き
に
は
登
録
を
抹
消
し
打
上
げ
国
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
一
応

推
定
し
う
る
。

（

25）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
0
4（
1
9
M
a
rch

1
9
9
6
）
,
p
p
.
3-4.

（

26）
h
ttp
://
w
w
w
.a
b
sa
tellite.n

et/
sa
tellite-fleet/

?sa
t=
a
b
s1a
（
la
st
a
ccessed

20
N
o
v
em
b
er
2012）.

（

27）
A
B
S
,
・A
sia
B
ro
a
d
ca
st
S
a
tellite

to
A
cq
u
ire
K
o
rea
sa
t

�2,・
P
ress

R
elea

se（
2
J
u
ly
2009）,

p
.
1.

（

28）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.E
/
2
4
1
（
1
8
J
u
ly
1
9
9
1
）
,
p
.
2.

（

29）
h
ttp
://
w
w
w
.tb
s-sa
tellite.co

m
/
tse/
o
n
lin
e/
sa
t_b
sb
_2.h
tm
l（
la
st
a
ccessed

20
N
o
v
em
b
er
2012）.

（

30）
U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
.
4
.

二
二

（
五
八
八
八
）



（

31）
米
国
製
衛
星
の
所
有
権
が
中
国
企
業
に
移
転
す
る
た
め
、
米
国
の
再
輸
出
規
制
上
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

（
32）

A
B
S
,
・A
sia
B
ro
a
d
ca
st
S
a
tellite

to
A
cq
u
ire
K
o
rea
sa
-3,・

P
ress

R
elea

se（
24
M
a
y
2010）,

p
.
1.

（
33）

S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
6
7（
1
7
D
ecem

b
er
19
9
9）,
p
.
4.

（

34）
h
ttp
://
w
w
w
.a
b
sa
tellite.n

et/
co
m
p
a
n
y
/
co
rp
o
ra
te-o
v
erv
iew
/
（
la
st
a
ccessed

20
N
o
v
em
b
er
2012）.

（

35）
打
上
げ
国
に
衛
星
登
録
を
勧
告
す
る
一
九
六
一
年
の
国
連
総
会
決
議
で
あ
る
。

（

36）
A
/
A
C
.
1
0
5
/
IN
F
.
4
0
9
（
2
M
a
y
2
0
0
3
）
,
p
.
2.

（

37）
A
B
S
,
・
A
sia
B
ro
a
d
ca
st
S
a
tellite

to
A
cq
u
ire
M
a
b
u
h
a
y
S
a
tellite

C
o
rp
o
ra
tio
n
,・

P
ress

R
elea

se（
6
N
o
v
em
b
er

2
0
09
）
,
p
.
1
.

（

38）

A
B
S
�
5の

設
計
寿
命
は
一
二
年
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
九
月
に
停
波
し
た
。
そ
の
後
西
経
三
度
に
移
動
さ
せ

A
B
S
�
3と

改
称

し
て
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
向
け
通
信
を
提
供
す
る
。
h
ttp
://
w
w
w
.sa
tb
ea
m
s.co
m
/
sa
tellites?id

=
2282（

la
st
a
ccessed

2
4
D
ecem

b
er
20
1
2
）
.

（

39）
一
九
九
八
年
の
条
約
改
正
に
基
づ
く
措
置
で
あ
る
。
国
際
組
織
と
し
て
の
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
（

I
M
S
Oと

い
う
略
称
に
変
更
）
も
小

規
模
な
が
ら
存
続
す
る
。
小
寺
彰
「
国
際
組
織
の
『
民
営
化
』」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
N
o
.
1175（

二
〇
〇
〇
年
）
三
二

�三
三
頁
参
照
。

（

40）
登
録
条
約
第
七
条
一
、
二
項
。
な
お
、
国
連
総
会
決
議
一
七
二
一

Bに
よ
る
登
録
は
国
連
加
盟
国
に
勧
奨
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
た
と
え
ば
ロ
シ
ア
が
施
設
打
上
げ
国
と
な
る
場
合
、
同
国
は
事
務
総
長
に
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
の
打
上
げ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

た
。
S
ee,
eg
.,
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.E
/
3
2
0
（
2
3
M
a
y
1997）,

p
.
15.

（

41）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
4
1
7/
R
ev
.
1
（
3
D
ecem

b
er
2002）,

p
.
1.

（

42）
Ib
id
.,
p
p
.
2

�6.

（

43）
Ib
id
.,
p
.
1
.

（

44）
U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
p
.
5

�8,
15

�18
.

（

45）
A
/
A
C
.
1
0
5
/
1
0
0
4
/
R
ev
.
1
（
1
3
S
ep
tem
b
er
2011）,

p
.
1.「
国
連
登
録
な
し
」
と
明
記
す
る
。

（

46）
私
的
団
体
の
種
々
の
衛
星
情
報
で
は
一
二
月
一
七
日
が
有
力
で
あ
る
が
、
国
連
文
書
A
/
A
C
.
105/

1002
（
22
N
o
v
em
b
er
2010）,

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

二
三

（
五
八
八
九
）



p
.
2
の
情
報
に
従
っ
た
。

（
47）

Ib
id
.,
p
p
.
1

�2.
オ
ラ
ン
ダ
も
二
〇
〇
八
年
以
降
、
英
国
が
登
録
で
は
な
く
単
な
る
情
報
提
供
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
利
用

す
る
「
宇
宙
条
約
第

�条
に
基
づ
く
通
報
」
と
い
う
記
述
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
英
国
と
異
な
り
、
登
録
条
約
第
Ⅳ
条
に
言
及
し
な

い
点
な
ど
、
登
録
を
忌
避
す
る
姿
勢
は
一
層
徹
底
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
A
/
A
C
.
105/

824/
C
o
rr.
1（
1
A
u
g
u
st
2008）,

p
.
1;

A
/
A
C
.
1
0
5
/
1
0
0
2
,
su

p
ra
n
o
te
46
,
p
.
1
;
A
/
A
C
.
105/

1004/
R
ev
.
1,

su
p
ra
n
o
te
45,
p
.
1.

（

48）
A
/
A
C
.
1
0
5
/
1
0
0
4
/
R
ev
.
1
,
su

p
ra
n
o
te
45
,
p
.
2.

（

49）
既
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

S
E
Sの

子
会
社
だ
っ
た
同
社
は
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
は
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト

B
V（

非
公
開

株
式
会
社
）
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
に
は
完
全
に

S
E
Sグ

ロ
ー
バ
ル
社
（
そ
の
後

S
E
Sワ

ー
ル
ド
ス
カ
イ
ズ
と
改
称
）
に

買
収
さ
れ

S
E
Sニ

ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ
ラ
イ
ト
社
と
な
っ
た
。

（

50）
S
ee,
e.
g
.
h
ttp
://
a
d
v
a
n
ced
-telev

isio
n
.in
fo
/
2012/

09/
20/
ses-lo

o
k
s-to
-co
-o
p
era
te-w

ith
-th
a
ila
n
d
/
（
la
st
a
ccessed

2

D
ecem

b
er
2
0
1
2
）
.
オ
ラ
ン
ダ
は
、
二
〇
一
〇
年
以
後
は
、
衛
星
の
最
新
の
軌
道
位
置
到
着
日
と
最
新
の
企
業
の
管
理
開
始
日
を
国
連

に
通
報
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
が
管
理
せ
ず
、
国
際
的
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
を
明
確
に
す
る
た
め
の
工
夫
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

（

51）
A
/
A
C
.
1
0
5/
8
0
6
（
2
2
A
u
g
st
2
0
03
）
,
p
.
2
.
宇
宙
条
約
第
Ⅷ
条
に
基
づ
い
て
の
部
分
は
解
釈
が
困
難
で
あ
る
が
、
管
轄
権
・
管
理

を
保
持
す
る
と
い
う
部
分
を
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（

52）
Ib
id
.,
p
p
.
1

�2.

（

53）
Ib
id
.,
p
.
1
.
な
お
、
注
（

47）
参
照
。

（

54）
後
者
の
類
型
の
引
き
渡
し
契
約
を
「
タ
ー
ン
キ
イ
契
約
」
と
よ
ぶ
。
た
と
え
ば

N
S
S
�
9に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
一
二
日

に
ギ
ア
ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
同
年
三
月
一
三
日
に
軌
道
上
試
験
が
完
了
し
、
三
月
一
八
日
に
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ズ
サ
テ

ラ
イ
ト

B
Vに

所
有
権
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
A
/
A
C
.105/

1002,
su

p
ra
n
o
te
46,
p
.
8.

（

55）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
IN
F
.
24
（
2
0
A
u
g
u
st
2
009）.

（

56）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
2
2
2（
2
9
A
u
g
u
st
1
9
9
0）
,
p
.
2.

（

57）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
0
0/
C
o
rr.
1
（
u
n
k
n
o
w
n
,
1996）;

S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
300（

1
F
eb
ru
a
ry
1996）,

p
p
.
1

�2.
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（

58）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
0
0
,
su
p
ra
n
o
te
57
,
p
p
.
1

�2;
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
333
（
3
A
p
ril
1998）,

p
p
.
1

�2.
E
/
333
に
み
る
英
国

登
録
簿
本
体
に
は
A
sia
S
a
t

�2の
登
録
抹
消
情
報
が
な
い
。
表
題
部
分
で
は
A
sia
S
a
t

�2へ
の
言
及
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
連
登
録
簿

で
時
折
み
ら
れ
る
後
か
ら
の
訂
正
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（

59）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
1
6（
3
1
O
cto
b
er
19
9
6
）
,
p
.
2.

（

60）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
3
3,

su
p
ra
n
o
te
58
,
p
p
.
1

�2.

（

61）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
3
4（
3
A
p
ril
19
9
8）
,
p
.
1.

（

62）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
3
0（
2
5
F
eb
ru
a
ry
1
9
9
8）,
p
.
2.

（

63）
P
a
rt
T
en
:
III
O
u
ter
S
p
a
ce,
U
K
M
a
teria

ls
o
n
In
tern
a
tio
n
a
l
L
a
w
1996,

B
Y
IL
,
v
o
l.
L
X
V
II（
1996）,

p
p
.
804

�

8
0
5.
な
お
、

A
P
S
T
A
R
�Ⅱ

Rは
交
換
公
文
締
結
時
に
は
衛
星
運
用
業
者
は
英
国
企
業
で
あ
っ
た
が
、
打
上
げ
時
は
香
港
返
還
後

だ
っ
た
の
で
、
打
上
げ
国
は
中
国
の
み
で
あ
っ
た
。
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
330,

su
p
ra
n
o
te
62,
p
.
2.

（

64）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
7
8（
6
N
o
v
em
b
er
2
0
0
0
）.

（

65）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
8
9（
2
8
M
a
rch

2
0
0
1
）
,
p
.
1.

（

66）
U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
.
2
7
.

（

67）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
3
8
5（
1
F
eb
ru
a
ry
2
0
0
1
）,
p
.
4.
衛
星
の
通
称
は
記
し
て
い
な
い
。

（

68）
U
K
S
A
,
su
p
ra
n
o
te
17
,
p
.
2
5
.

（

69）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
5
4（
3
N
o
v
em
b
er
2
0
0
9
）,
p
.
2.

（

70）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
3
2（
2
9
F
eb
ru
a
ry
2
0
0
8）,
p
.
2.

（

71）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
9
4（
8
D
ecem

b
er
20
1
0
）,
p
.
3.

（

72）
U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
.
2
5
.

（

73）
h
ttp
://
sp
a
ce.sk

y
ro
ck
et.d
e/
d
o
c_
sd
a
t/
siriu

s-4.h
tm
（
la
st
a
ccessed

31
D
ecem

b
er
2012）.

（

74）
T
h
o
r

�III
は
、
一
九
九
八
年
六
月
の
米
国
か
ら
の
打
ち
上
げ
前
の
一
九
九
八
年
二
月
二
七
日
に
補
助
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
。

U
K
S
A
,
su

p
ra
n
o
te
17
,
p
p
.
2
0

�

2
1
.

衛
星
の
所
有
権
移
転
に
伴
う
「
打
上
げ
国
」
の
損
害
責
任
問
題

二
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（
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（

75）
補
助
登
録
簿
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
打
上
げ
国
で
は
な
い
こ
と
の
宣
言
と
な
る
の
で
、
い
っ
た
ん
補
助
登
録
簿
に
載
せ
た
衛
星
に
つ
い

て
は
、
英
国
の
実
行
は
、
国
連
事
務
総
長
に
登
録
で
は
な
い
情
報
提
供
は
行
わ
な
い
。
他
方
、
国
連
登
録
を
撤
回
し
た
と
き
に
は
、
そ
の

後
、
補
助
登
録
簿
に
当
該
衛
星
の
情
報
を
載
せ
る
。

（

76）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
7
5（
4
N
o
v
em
b
er
2
0
0
9
）,
p
.
2.

（

77）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
9
4,

su
p
ra
n
o
te
71
,
p
.
2.

（

78）
A
/
A
C
.
1
0
5
/
1
0
0
2
,
su

p
ra
n
o
te
46
,
p
.
8
.

N
S
S
�
12に

つ
い
て
の
オ
ラ
ン
ダ
の
情
報
提
供
は
な
い
。

（

79）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
7
5,

su
p
ra
n
o
te
76
,
p
p
.
1

�2.

（

80）
S
T
/
S
G
/
S
E
R
.
E
/
5
9
4,

su
p
ra
n
o
te
71
,
p
.
3.

（

81）
A
/
R
E
S
/
5
9
/
1
1
9
,
su

p
ra
n
o
te
2,
p
a
ra
s.
1
&
2.

（

82）
A
/
R
E
S
/
6
2
/
1
0
1
,
su

p
ra
n
o
te
3,
p
a
ra
.
3（
b
）.

（

83）
Ib
id
.,
p
a
ra
.
3（
d
）
.

（

84）
Ib
id
.,
p
a
ra
.
4.
な
お
、
打
上
げ
国
概
念
適
用
決
議
は
、
軌
道
上
の
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
、
実
態
の
情
報
収
集
と
国
際
法
に
合
致

し
た
形
で
の
実
行
の
調
整
（
h
a
rm
o
n
iza
tio
n
）
を
勧
告
す
る
の
み
で
（
p
a
ra
s.
3
&
4）
、
衛
星
管
理
に
真
正
の
連
関
を
も
つ
国
が
責

任
と
損
害
責
任
を
負
う
主
体
と
な
る
こ
と
ま
で
は
奨
励
し
て
い
な
い
。

（

85）
登
録
条
約
前
文
で
も
登
録
の
機
能
と
し
て
特
に
宇
宙
「
物
体
の
識
別
に
資
す
る
こ
と
」
を
明
記
し
て
お
り
、
も
と
も
と
船
舶
、
航
空
機

等
の
高
額
移
動
物
件
の
登
録
と
は
異
質
な
目
的
も
含
ん
で
い
た
。

（

86）
三
５

�の
タ
イ
コ
ム
の
場
合
を
参
照
。

＊
本
稿
は
、
慶
應
義
塾
大
学
宇
宙
法
セ
ン
タ
ー
と
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（

J
A
X
A）

法
務
課
と
の
平
成
二
四
年
度
共
同

研
究
の
一
つ
「
登
録
の
実
態
を
踏
ま
え
た
宇
宙
物
体
登
録
と
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
問
題
点
の
検
討
」
の
筆
者
担
当
部
分
の
成
果
を
含
む
。
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（
五
八
九
二
）


